
ディプロマ・ポリシー 

 

経営学部経営学科 

経営学部経営学科は、自ら学び、自主的に自らを律して行動できる人材を育成すること 

を教育理念としている。その実現に向け以下の能力を身につけ、「共通教育科目」及び 

「専門教育科目」に関する単位を修得した学生には、卒業を認定し、学士（経営学）の学 

位を与える。 

また、免許や資格の取得を希望する学生には、高等学校教諭一種免許状（商業）、日商 

簿記検定、ITパスポート、基本情報技術者、公認会計士、税理士などの取得を積極的に支 

援する。 

１．建学の精神である「作新民」と教育理念である「自学自習」・「自主自律」の双方を 

理解し、かつ実践できる。 

２．「共通教育科目」と経営学部及び経営学科に配置の「専門教育科目」と「実践教育科 

目」をバランス良く学修して、現代社会で通用する職能的な専門知識を身につけてい 

る。 

３．経営・会計・情報に関する体系的な学修を自らの力で設計・履修し、所定の単位を修 

得できている。 

４．情報や知識を複眼的、論理的に分析し、自分の意見や研究成果を口頭や文章で的確に 

表現できるコミュニケーション・スキルを身につけている。 

５．一般企業（金融業・製造業・サービス業・金融機関・証券会社・会計事務所・観光産 

業など）の社員、公務員（一般行政職・警察官・消防士等）、教員、NPO職員などとし 

て、現代社会の発展に貢献できる能力と信頼される人格を身につけている。 

６．地域社会が抱える課題に向けて主体的に取り組むことができる。 

 

経営学部スポーツマネジメント学科 

経営学部スポーツマネジメント学科は、自ら学び、自主的に自らを律して行動できる人 

材を育成することを教育理念としている。その実現に向け以下の能力を身につけ、「共通 

教育科目」及び「専門教育科目」に関する単位を修得した学生には、卒業を認定し、学士 

（経営学）の学位を与える。 

また、資格の取得を希望する学生には、スポーツリーダー、健康運動実践指導者、健康 

運動指導士などの取得を積極的に支援する。 

１．建学の精神である「作新民」と教育理念である「自学自習」・「自主自律」の双方を 

理解し、かつ実践できる。 

２．「共通教育科目」と経営学部及びスポーツマネジメント学科に配置の「専門教育科 

目」と「実践教育科目」をバランス良く学修して、現代社会で通用する専門的な知識を 

身につけている。 



３．スポーツと経営に関する体系的な学修を自らの力で設計・履修し、所定の単位を修得 

できている。 

４．情報や知識を複眼的、論理的に分析し、自分の意見や研究成果を口頭や文章で的確に 

表現できるコミュニケーション・スキルを身につけている。 

５．スポーツ関連企業、一般企業（製造業・サービス業など）各種スポーツの指導者、公 

務員（一般行政職・警察官・消防士等）などとして、現代社会の発展に貢献できる能力 

と信頼される人格を身につけている。 

６．地域社会が抱える課題に向けて主体的に取り組むことができる。 

 

人間文化学部（学科共通） 

人間文化学部（発達教育学科・心理コミュニケーション学科）は、自ら学び、自主的に 

自らを律して行動できる人材を育成することを教育理念としている。その実現に向け以下 

の能力を身につけ、「共通教育科目」及び「専門教育科目」に関する単位を修得した学生 

には、卒業を認定し、学士（人間文化学）の学位を与える。また、免許や資格の取得を希 

望する学生には、小学校教諭一種種免許状、中学校教諭一種免許状（国語）、高等学校教 

諭一種免許状（国語）、特別支援学校教諭一種免許状（知的障害に関する教育の領域）、 

司書教諭資格、図書館司書、認定心理士、公認心理師受験資格、日本語教員、ITパスポー 

トなどの取得を積極的に支援する。 

１．建学の精神である「作新民」と教育理念である「自学自習」・「自主自律」の双方を 

理解し、かつ実践できる。 

２．「共通教育科目」と人間文化学部配置の「専門教育科目」をバランス良く学修して、 

現代社会で通用する専門的な知識を身につけている。 

３．教育学と心理学のいずれかを学修の中核に定めた上で、人間と文化に関する体系的な 

学修を自らの力で設計・履修し、所定の単位を修得できている。 

４．情報や知識を複眼的、論理的に分析し、自分の意見や研究成果を口頭や文章で的確に 

表現できるコミュニケーション・スキルを身につけている。 

５．教員、心理職、公務員、また企業にあっては、深い人間理解に基づく指導力を持った 

人材として、現代社会の発展に貢献できる能力と信頼される人格を身につけている。 

６．地域社会が抱える課題に向けて主体的に取り組むことができる。 

 

 

 

 

 

 

 



ディプロマ・ポリシー 

 

大学院経営学研究科 博士（前期）課程 

作新学院大学大学院経営学研究科 博士（前期）課程では、自ら学び、自らを律して行動できる

人材を育成することを教育理念としている。その実現に向けて所定の期間在学し、以下の能力を

身につけ、「基礎科目」「専攻科目」及び「関連科目」に関する単位の修得及び学位論文の審査に

合格した者には、当該課程の修了を認定し、修士（経営学）の学位を与える。  

  

１. 建学の精神である「作新民」と教育理念である「自学自習」・「自主自律」の双方を理解し、か

つ実践することができる。 

２. 経営学の専門分野における創造性・独創的な研究能力を身につけている。  

３. 今日における多様な経営課題に対する実践的な解決能力を身につけている。  

４. 該博な知識と広い視野を備えた実務家・研究者としての資質を身につけている。  

５. 産業界や地域社会をリードする高度な構想力と技術を持った実務家としての能力を身につけ

ている。  

 

大学院経営学研究科 博士（後期）課程 

作新学院大学大学院経営学研究科 博士（後期）課程は、博士号（Ph.D.）の称号が意味する物

事の本質を見抜く能力を鍛え、広い視野から専門分野を俯瞰し、最先端の知識と見識を身につけ、

より良い人間社会構築のために自らを律して発言し、行動できる人材を育成することを教育理念と

している。  

  履修生はこの理念の実現を目指し所定の期間在学し、所定の科目の単位の修得及び学位論文

の審査に合格することにより、博士（経営学）の学位を授与される。  

  この学位は、下記各能力を修得したと認められた者に授与されるものである。 

 

１. 上述の教育理念を体現し、建学の精神である「作新民」として責任をもって発言し行動する能

力 

２. 専門分野における創造性・独創的かつ高度で専門的な研究を続ける能力 

３. 多様な経営課題を正確に見抜き、それらに対する実践的な解決方法を創造する能力 

４. 博士号（Ph.D.）の称号に相応しい物事の本質を見抜く能力 

５. 産業界や地域社会を先導するに必要な高度な構想力と技術を持った実務家としての能力  

 

大学院心理学研究科 

作新学院大学大学院心理学研究科は、自ら学び、自主的に自らを律して行動できる人材 

を育成することを教育理念としている。その実現に向けて所定の期間在学し、以下の能力 

を身につけ、「必修科目」「選択必修科目群」に関する所定の単位を修得し学位論文の審 



査及び最終試験に合格した人には、当該課程の修了を認定し、修士（臨床心理学）の学位 

を与える。 

１．心理臨床の視点から幸福な社会を創造するための課題を発見し意識することができ 

る。 

２．クライアントの問題に対して、クライアントの権利を尊重するとともに、臨床心理学 

の専門的な視点から思考・判断できる。 

３．心理面接、心理査定を実践できる。 

４．臨床心理学的な諸問題を発見し、専門的な視点から問題解決に必要な学術研究ができる。 

むことができる。 


